
置
I

国日
平成24年度春期

プロジェクトマネージャ試験

午後 I 問題

12:30~ 14:00 (1時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1～ 問4

2問選択
I 

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) B又はHBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。生年月日欄につい

ては，受験票の生年月日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入してくださ

口

し）。

(3) 選択した問題については，次の例に従って，選択欄の問題番号を〇印で囲んでく

ださい。〇印がない場合は，採点されませ

ん。 3問以上0印で囲んだ場合は，はじめの 〔問1' 問3を選択した場合の例〕

2問について採点します。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内

に記入してください。

(5) 解答は， 丁寧な字ではっきりと書いてく

ださい。読みにくい場合は，減点の対象に

なります。 問 4

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問 1 外部設計の状況確認に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

置
I

金融機関の A社は，支店の営業活動に使用する営業情報を提供するシステムを構築

するために，今年の 1月にプロジェクトを立ち上げた。

プロジェクトでは，翌年 1月の稼働開始に向けて，図 1のスケジュールに従って作

業を進めており，現在はプロジェクト計画を策定している。利用部門である支店を統

括する営業部は，外部設計を行う 3月及び 4月が繁忙期に当たる。プロジェクトマネ

ージャである A社情報システム部の B課長は，外部設計の中で営業部の意向を十分に

組み入れて合意形成ができるかどうかがプロジェクトの成否につながると考え，この

点に特に留意して，外部設計の進め方を検討することにした。

月 I 1月 |2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 |10月 |11月 12月 l翌年1月
l 

厚
工程甘 ）＜ ） ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ >< ） （ 火）△ 

l計画 要件 外部 内部 プログラム製造・ m々士ロムロ 総合 移行稼働
1策定 定義 設計 設計 単体テスト テスト テスト 開始I 

図1 スケジュール

〔外部設計の進め方〕

外部設計は情報システム部が主体となって行う。また，内部設計から結合テストま

でを請負契約で委託する予定の X社から，要員 2名が委任契約で外部設計にも参加す

ることで， A社の要員不足を補う。 B課長の部下の C主任から，外部設計の進め方に

ついて次の原案が示された。

・要件定義を基に業務面での仕様を整理した上で，設計作業を行う。

・A社の開発標準には，“内容を熟知し，適切な意見を出すことのできるレビューア

が各レビューに必ず参加する”というレビューに関するルールがあるので，外部設

計のレビューには，業務を熟知した営業部のメンバが必ず参加する。

•各業務の関連性及び規模を考慮して， D チームと E チームの 2 チーム構成とする。

チーム間の整合性を確保するには，両チームが共同で成果物のレビューをすること

が望ましいが，効率を重視したいので，レビューはチームごとに行い，レビュー結

果は他チームに電子メールで伝達する。
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c主任の原案に対して B課長は，レビュー結果を電子メールで伝達するだけではチ

ーム間の連携が不足し，設計内容の確認が不十分になることをおそれ，両チーム及び

営業部による複数回のウォークスルーを実施することにした。また，営業部のレビュ

ーアの大半は，業務を熟知しているが責任者ではない。そこで， B課長は，

亡ニコに関して組織として責任をもってもらうために，ロニ］を交えた外

部設計の最終確認会を，内部設計の開始前に開催することにした。

〔外部設計の状況確認の計画〕

B課長は，外部設計を予定どおり終えるには，プロジェクトの状況を的確に把握し，

問題がある場合は早めに対処することが重要であると考えた。そこで，開発標準の終

了判定基準に従って，‘'設計品質の状況”,“問題の解決状況”及び“スコープの変動状

況”の三つの観点から外部設計の状況を 3月中旬に確認する計画とした。

〔設計品質の状況〕

B課長が， 3月中旬に，外部設計の状況を確認した結果は次のとおりである。

開発標準では外部設計に関して，レビューヘの投入時間と指摘件数の基準値をプロ

ジェクトごとに設定した上で設計品質を評価し，必要な品質向上対策を実施すること

を規定している。 B課長は，類似プロジェクトの実績を基に，各成果物の 1ページ当

たりの許容投入時間の下限を 3分， 1ページ当たりの許容指摘件数の下限を 0.16件，

上限を 0.24件とする基準値を設定していた。また，外部設計の各成果物は難易度に差

がないので同じ基準値を適用することとしていた。 B課長は，成果物の中で 3月中旬

までに完成した分の画面定義書入カチェック仕様書及び帳票定義書のレビュー状況

を確認した。確認結果を表1に示す。
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チーム旦＿

Dチーム

Eチーム

表 1 外部設計のレビュー状況

投入：：口：ニロ::二|投入：言：件数

2.5 

4.2 

0.12 

0.22 

4.2 

4.5 

0.22 

0.18 

4.4 

6.6 

0. 2 0' 

0.32 

注記 1 投入時問は， 1ページ当たりのレピューに費やした時間。単位は分。

注記 2 指摘件数は， 1ページ当たりの内容面に関する指摘件数。誤記や表記に関する指摘は除く。

注記 3 網掛けは，設定した基準値の許容範囲に収まらなかったもの。

B課長は，表 1中の網掛け部分に着目し，各チームのリーダに説明を求めた。

Dチームのリーダは，“画面定義書については，対象業務全般を熟知したメンバが作

成に関与したので，指摘も少なく，短時間でレビューできたものと評価し，特段の対

策は不要と考えた”と説明した。 B課長は，基準値の考え方からすると，画面定義書

だけ短時間でレビューできた理由の分析が不足していると考えた。そこで， Dチーム

のリーダに確認したところ，画面定義書のレピューを短時間で行えたのは，類似する

画面が多かったので，複数の画面をまとめてレビューできたからであるということが

分かった。

一方， Eチームのリーダは，“帳票定義書については，業務を熟知した営業部のレビ

ューアが多忙で，ほとんどのレビューに都度異なる代役が参加したので，その場で意

思決定ができなかった。営業部での意見の調整後，再度レビューが必要となったので

レビューヘの投入時間が増えてしまった。また，意見を調整した結果，取下げとなっ

た指摘も誤って件数に含めていた。それを除けば許容範囲内である”と説明した。 B

課長は， Eチームのリーダに指摘件数の再集計及び品質評価のやり直しを指示し，そ

の結果帳票定義書の設計品質に問題がないことを確認した。また，開発標準のレビ

ューに関するルールが守られずにこのような事態を招いたことへの対策として，“外部

設計でのIc |を向上させるために，レビューのルールを守るよう徹底しても

らいたい’'と営業部長に申し入れた。

更に B課長は，指摘内容にも着目し，①外部設計のレピューにおける，要件定義の

内容に起因する指摘の発生状況が，類似プロジェクトの実績と同程度であることを確

堅，現時点では，要件定義工程に遡るような作業を行う必要はないと考えた。
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〔問題の解決状況〕

3月中旬の時点で，外部設計に関する次の二つの問題の解決に手間取っていた。

問題 1: Dチームと Eチームに共通する月次処理に関わる問題である。営業部での

意見の取りまとめが必要だが，取りまとめ役が多忙で方針が確定できない。

問題2:Dチームの担当業務の一部（以下，業務 Dlという）に特化した問題であ

る。検討の中核となる営業部のメンバが急きょ約 2週間，海外に出張する

ことになり，検討が内部設計の期間に 1週間程度，ずれ込みそうである。

B課長は，営業部長に体制強化を申し入れた。また，②問題 1による遅れを極力抑

えるために，作業順序を工夫するよう両チームに指示した。 一方，問題 2は業務 Dl

に特化したものなので，内部設計が終わるまでに遅れをばん回できるように業務 Dl

のスケジュールを見直した上で，体制面の調整が可能かどうか X社に確認した。その

結果，“要員はひっ迫しているが，何とか対応できる”との回答が X社から得られた。

〔スコープの変動状況〕

3月中旬の時点で，次のようなスコープの変動が発生していた。

ある照会画面（以下，画面 Fという）の項目について，要件定義では前月末時点の

情報を表示する仕様であったが，外部設計のレビューにおいて，前日時点の情報を表

示したいという変更要望が営業部から出されていた。 B課長も加わって対応方法を検

討したところ，基幹系システムから約 30種類のデータを受け取り， 日次でマスタファ

イルを更新するプロセスを新規に構築する必要があることが分かった。 X社の見積り

では，内部設計以降の総工数が予算策定時の想定エ数を 20％超える見込みとなった。

B課長はX社の見積結果を精査した上で，営業部に対して，画面 Fの変更要望への

対応についての優先度を判断するための情報の提供を求めた。また， X社の開発要員

の供給力を考えると，スケジュールどおり画面 Fの変更要望に対応するのは難しいと

判断し， B課長は，画面Fの取扱いについて営業部と調整することにした。
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設問 1 〔外部設計の進め方〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) B 課長は，設計内容についての，どのような点での確認が不十分となること

をおそれたのか。 25字以内で述べよ。

(2) 本文中のIa |に入れる適切な字句を答えよ。

(3) 本文中のIb |に入れる適切な字句を答えよ。

設問 2 （設計品質の状況〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) B 課長が，基準値の考え方からすると，画面定義書だけ短時間でレビューで

きた理由の分析が不足していると考えたのはなぜか。 25字以内で述べよ。

(2) 本文中のIc |に入れる適切な字句を答えよ。

(3) 本文中の下線①における，要件定義の内容に起因する指摘とはどのようなも

のか。 30字以内で述べよ。

設問 3 〔問題の解決状況〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) 本文中の下線②で指示している作業順序の工夫を， 25字以内で述べよ。

(2) B課長がX社に確認した体制面の調整内容を， 30字以内で述べよ。

設問4 〔スコープの変動状況〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) 画面 Fの変更要望への対応についての優先度を判断するために， B課長が，

営業部に提供を求めた情報の内容を， 30字以内で述べよ。

(2) B課長は，画面 Fの取扱いについて営業部とどのような調整をすることにし

たのか。 30字以内で述べよ。
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問2 プロジェクトの立て直しに関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

R社は，中堅のSI企業である。先ごろ，中堅の製造業の H社から，経営管理システ

ムの開発を受注した。 R社社長が友人である H社社長からシステム化の相談を受けた

のがきっかけであった。

プロジェクトの開始に当たって，R社社長は，若手の S氏をプロジェクトマネージ

ャ (PM)に任命し，社内から俊秀なメンバを集めてプロジェクトを進めることにした。

要件定義外部設計及び総合テストは委任契約，内部設計から結合テストまでは請負

契約を締結することになっている。来年 1月から開始するプロジェクトのスケジュー

ルを図 1に示す。

月 I 1月 I 2月 I 3月 I 4月 1 5月 I 6月 1 7月 1 8月 I 9月 I 10月 I 11月 I 12月

工程

要件定義 外部設計 内部設計
プログラム製造 ・

単体テスト

図1 スケジュール

結合テスト 総合テスト

要件定義及び外部設計終了の際には，両社社長及び H社の各部門の責任者を交えた

ステアリングコミッティを開催して，要求事項が反映されているかどうかの確認と，

次工程以降の開発計画の承認，契約内容について見直しが必要かどうかの協議を行う

ことになっている。稼働開始時期については，当初は H社社長から‘‘来年 1月にプロ

ジェクトを開始し， 1年後の再来年の 1月に稼働開始したい”という要求が寄せられ

たが，外部設計が完了した段階で協議することで合意されていた。その後，プロジェ

クトの開始に当たって， R社社長が H社社長を訪問したときに， R社社長が S氏の反

対を抑える形で，“プロジェクト開始から 1年後の稼働開始を目指す”ことを口頭では

あるが約束している。

プロジェクトは 1月に予定どおり開始され，要件定義の作業は， H社社長の要求を

確認している段階では順調に進んでいた。しかし，各部門の要求を洗い出す段階にな

ると要求が収束せず， S氏の手に余る状況となり，ついに着手から 1か月半を経過し

た時点で， S氏が体調不良を訴え， PMを交代することとなった。 R社は，事態を打開

するために，ベテランの T氏を新たな PMとして選任し，プロジェクトの立て直しを

図ることにした。
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〔プロジェクトの状況把握〕

T氏は，プロジェクトの状況を把握するために，これまでの議事録や中間成果物の

確認を行い，その結果を，次のように整理した。

(1) H社のシステム化の状況と経営管理システムの範囲

・H社には会計用ソフトウェアパッケージなど幾つかのシステムは導入されている

ものの，システム間の連携はとられていない。そのため，各部門の業務担当者は，

月初に PCで前月分のデータを集計し，業務管理レポートとして取りまとめ， 経

営管理部に報告すると同時に，部門運営の資料として活用している。

・経営管理部の 1部長は，業務管理レポートの中から必要な数値を取りまとめて経

営管理レポートとして H社社長に報告している。経営管理レポートを最終的に H

社社長が見るのは翌月の後半になっている。

・H社の経営管理システムは，全社の運営のための経営管理レポートと，部門運営

のための業務管理レポートを対象とする。

(2)経営管理レポートの要件定義の状況

・H社社長は，厳しい経営環境の中で，自社の経営状況を 1日でも早く把握したい

と考えており， 1部長に対して， ‘‘経営管理システム稼働後は，経営管理レポート

を翌月 5営業日以内に提出するように’'という指示を出している。

・H社社長の要求する経営管理レポートのデータ項目の洗い出しは完了し， H社社

長の承認も得ている。また，各データ項目がどのシステムから提供されているか

についての調査も完了し，既存システムとの連携によって必要なデータを集計す

るデータフローの定義も完了している。

(3)業務管理レポートの要件定義の状況

• 各部門の業務管理レポートは，経営管理部へ報告されると同時に，各部門の運営

のための資料となっている。そのため，業務管理レポートは，各部門独自の管理

項目を含んでおり，集計方法や表示形式も，各部門の業務担当者ごとに異なる。

システム化の要求内容も確認するたびに範囲が拡大している。

T氏は，このプロジェクトには目標が決まっている範囲と，決まっていない範囲が

あると感じた。また，目標が決まっている範囲の作業については，現在の工程の作業

として，適切に進められてきたと評価する一方，目標が決まっていない範囲について

は，状況を改善するために，早急に対策を講じる必要性を感じた。
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〔関係者へのヒアリング〕

T氏は，先に把握したプロジェクトの状況を踏まえて，各関係者にヒアリングを行

い，次のように整理した。

・H社社長：経営状況の早期把握が，プロジェクト開始から 1年後に実現することに

最大の関心をもっている。

• I部長：‘‘経営管理システム稼働後は，経営管理レポートを翌月 5営業日以内に提出

するように”という H社社長の指示の達成を最優先に考えている。

•各部門の業務担当者：経営管理部から“経営管理システムに対する要求を出すよう

に”との依頼を受けて，関係する各部門の業務担当者が依頼に対応している。 H社

の業務管理レポートの項目は，経営管理部で必要とする項目以外は，各部門の業務

担当者の判断に任されているので，様々な要求が出ている。

・R社チームメンバ：社長同士の付き合いに気を使うあまり， H社の業務担当者の要

求に全て対応している。

T氏はこの分析から，経営管理システムの要件が収束しない原因を理解した。 T氏

は，プロジェクト管理の観点から，実装範囲の優先順位を明確にしたプロジェクト運

営方針を策定し，プロジェクトを進める必要があると考えた。そのため，R社社長と

も事前に相談した上で， H社社長に対して，今後のプロジェクトの運営方針の骨子を

次のとおり説明し，プロジェクトの関係者全員に徹底してもらうように依頼した。

・開発のチーム体制を経営管理レポートを担当するチームと，業務管理レポートを

担当するチームに分ける。

・経営管理レポートは H社社長の要求どおり，プロジェクト開始から 1年後の翌年 1

月の稼働開始を目指す。

・業務管理レポートについては，要件が定義できた時点で改めて開発計画を策定する

ことにして， 当面は，要求事項の取りまとめを優先して進める。

・業務管理レポートを担当するチームは，業務担当者の要求を聞く際には，必ず要求

の実現による業務上の効果と，優先順位を確認し，要求と併せて記録する。

H 社社長は状況を理解し，運営方針の骨子を了承するとともに，臨時のステアリン

グコミッティを開催し，プロジェクトの関係者全員を招集して説明を行うことにした。
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〔ステアリングコミッティ〕

ステアリングコミッティにおいて，T氏は，“プロジェクト開始から 1年後に稼働開

始するという H社社長の要求を実現するのであれば，この運営方針で進める必要があ

る。”と前置きした上で，先に両社社長に説明して了承を得た運営方針を提案した。さ

らに，その前提として，業務担当者の要求を取りまとめるために， H社に対して，体

制面である対策をとるよう提案した。また，T氏は，業務管理レポートについては，

要件が定義できた時点で改めて開発費用や期間を見積もって開発を進めることを提案

した。 T氏は，この運営方針で進めることが， H社社長の要求を満たし， H社業務担

当者の要求を効果的に実現するための最善の方法であることを説明した。 T氏の提案

は，両社社長及び各部門の資任者の同意を得て，ステアリングコミッティの決定事項

として承認された。

設問1 〔プロジェクトの状況把握〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) T 氏が感じた，このプロジェクトで目標が決まっている範囲の，目標とは何

を指すか。 30字以内で述べよ。

(2) T 氏が“目標が決まっている範囲の作業については現在の工程の作業とし

て，適切に進められてきた”と評価した作業とは何か。 30字以内で述べよ。

(3) T氏が，早急に対策を講じる必要性を感じた，目標が決まっていない範囲の

改善すべき状況とは，具体的にどのような状況のことか。 30字以内で述べよ。

設問2 〔関係者へのヒアリング〕について，（1)~(4)に答えよ。

(1) T 氏が分析結果から理解した，経営管理システムの要件が収束しない原因と

は何か。 40字以内で述べよ。

(2) T氏が，プロジェクト運営方針について R社社長と事前に相談した理由とは

何か。 35字以内で述べよ。

(3) T 氏はなぜ， H 社社長の要求する経営管理レポートの部分と，業務担当者の

要求する業務管理レポートの部分に分けて進めることにしたのか。 30字以内で

述べよ。

(4) T 氏が，業務管理レポートを担当するチームに，業務担当者の要求を聞く際

には，業務上の効果と，優先順位を確認させた理由は何か。 30字以内で述べよ。

設問3 T氏が， H社社長の要求を実現する運営方針の前提として， H社に提案した体

制面の対策とは何か。 30字以内で述べよ。
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問3 EVMによるプロジェクト管理に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

L社は，中堅の製造業である。最近のインターネット取引の増加に対応するために，

販売管理システムを再構築することにした。販売管理システムは，営業部と情報シス

テム部が協力して開発を行い，プロジェクトマネージャは情報システム部の M課長が

担当する。開発期間は 1年間とし，翌年の 4月 1日から稼働開始することを経営会議

で決定した。

これまでの L社のシステム開発プロジェクトでは，当初目標とした稼働開始日から

大幅に遅延して稼働する例が繰り返されていた。このため，経営層からは，“今回の販

売管理システム開発プロジェクトにおいては，プロジェクト管理を徹底すること。特

に，プロジェクトの完了予定日が，目標とする稼働開始日に対して遅れていないこと

を常に確認してプロジェクトを遂行し，目標とする稼働開始日を厳守するように”と

の指示が出されている。

〔プロジェクト管理の見直しJ

M課長は，これまでに L社で実施されたシステム開発プロジェクトの中で，目標と

した稼働開始日から遅延したプロジェクトの記録を調査し，その原因を分析した。そ

の結果， L社で行われたプロジェクト管理には次のような問題点があることが分かっ

た。

・進捗管理は，開発担当者が自分で見積もった進捗率に基づいて行われており，客観

的な基準による進捗の把握が行われていない。

・システム開発に対する利用部門の参加意識が低く，工程ごとの成果物の確認が，確

実には行われていないので，テスト段階で仕様変更が多発する。

M 課長は，これらの問題点を解消するために，次の方針でプロジェクトを進めるこ

とにした。

・客観的な基準によって進捗を把握するために， EVM(Earned Value Management) 

を採用する。

・要件定義はプロトタイピングを用いて実施し，早い段階から利用部門に参加しても

らっ。

M 課長は， この方針を採用することで，経営層の指示事項にも対応できると判断した。
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〔WBSの策定〕

M 課長は， EVMを実施するために，販売管理システム開発プロジェクトの WBS

(Work Breakdown Structure)を次の手順で策定した。

まず，今回のプロジェクトで行う作業を“淵れなく ，重複なく”洗い出して，工程

別に WBSを策定した。その上で，直接的な開発作業ではないが，プロジェクトを成

功裡に進めるために必要となる一連の業務を［~に加え，図 1 に

示すレベル1のWBSを策定した。

販売管理システム開発プロジェクト

図1 レベル 1のWBS

さらに， M 課長は，工程ごとに必要となる成果物を洗い出し，次にそれらの成果物

の構成要素となる要素成果物を洗い出した。その上で，それらの構造を明らかにする

ために，階層構造の形で表現し，文書化した。その際に，上位の成果物が全ての要素

成果物を含んでいるか，また，下位の要素成果物で上位の成果物を確実に作成するこ

とができるかを確認しながら進め，最下位の要素成果物をワークパッケージ (WP) と

して設定した。

〔EVMの導入〕

M 課長は，今回のプロジェクトでは，プロジェクト管理を徹底することが求められ

ていることから， EVMによる計画と実績の対比を週次で行うことにした。

M課長は，まず，進捗測定のベースラインとなるプランドバリュー (PV)を設定す

ることにした。そのため，先に設定した WPごとに，必要なタスクを洗い出した。各

タスクは，所要期間が 1週間以内で収まるように細分化した。その上で，各タスクの

予算，スケジュールを策定して， PVを定めた。

アーンドバリュー (EV)については，途中計上は行わず，タスクの完了時に EVを

全て計上することにした。 M 課長はタスクの完了判定基準を明確に定め，第三者によ

る確認を受けて，タスクを完了することにした。
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次に M課長は， PVに対応した実コスト (AC)の集計が適切に行えるかどうかを確

認した。 M 課長は，今回の開発コストは社員の人件費が全てであることから，社員の

作業時間の管理に焦点を当てて確認することにした。 L社の情報システム部の作業時

間管理のシステムは各担当者が担当するプロジェクトの工程ごとに，作業時間を毎

日入力し，工程別に日次で集計する仕様になっており，工程単位の管理しかできない。

このことから， M 課長は，現状の仕様では EVMには適さないと判断し，作業時間管

理の仕組みを変更するように，情報システム部長の承認を得た上で，作業時間管理の

システム担当者へ依頼した。作業時間管理のシステム担当者からは，販売管理システ

ムのプロジェクト開始までに対応するとの回答を得た。

M課長は，これらを EVMガイドラインとしてまとめた。 M課長は， EVMガイドラ

インについて情報システム部長の承認を得て，プロジェクトメンバに説明した上でプ

ロジェクトを開始した。

〔EVMの実施〕

プロジェクトが開始され，設計工程の中盤に差し掛かっている。

設計工程において， M課長は，週次で EVMのレポートを確認し，詳細な内容を把握

するために，定例のミーティングを継続して行っている。設計工程は，基本設計と詳細

設計に大別され，これまでに基本設計は計画どおりに完了している。詳細設計以降の作

業は，根票チーム，内部処理チーム，データベースチーム（以下， DBチームという）

に分けて行っている。各チームの成果物の整合性については，全チームリーダの参加す

る定例ミーティングの場で，必要に応じて確認している。詳細設計が開始され，第 1週

の進捗を確認するための定例ミーティングで， M 課長はプロジェクト全体の SPI

(Schedule Performance Index), CPI (Cost Performance Index)が悪化している状況を

把握し，各チームの状況を詳しく ヒアリングした。その結果は次のとおりであった。

．帳票チーム ：ある WPについて，第 1週から参加予定の要員が着任できず着手が遅

れていた。翌週に着任し，作業を開始している。同じ単価のサポート要員を一時的

に追加することで， WPは予定どおりに完了し，総時間も予定範囲内に収まる見込

みである。

・内部処理チーム：要員は予定どおり参加し，タスクも予定どおり完了しており，問

題は発生していない。

• DBチーム：ある WPについて，要員は予定どおり参加し，設計作業は予定どおり

進み，完了判定基準を満たしている。ただし，第 1週のタスクの完了を確認する第
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三者が病気で休んでしまい，確認が終了していないため，タスクは完了していない。

なお，各チームとも，その他の WPについては，第 1週で完了予定のタスクは全て

完了しており，第 1週末で仕掛り中のタスクはなかった。

M課長は，このヒアリングの結果を受け，第 1週におけるプロジェクト全体の SPI,

CPIが悪化している原因を理解した。また， M 課長は，今後のチーム運営については，

次の観点から個別に指示を出した。

．帳票チーム ：作業時間管理の観点

・DBチーム：タスク進捗面の対応策の観点

設問 1 〔プロジェクト管理の見直し〕について，（1),(2)に答えよ。

(1) M 課長が， EVMを採用することで，経営層の指示事項にも対応できると判

断した理由は何か。 30字以内で述べよ。

(2) M 課長が，要件定義への利用部門の参加において，要件定義をプロトタイピ

ングを用いて実施し，早い段階から利用部門に参加してもらうようにした目的

は何か。 25字以内で述べよ。

設問2 〔WBSの策定〕について'(1),(2）に答ぇょ°

(1) M課長は， EVMを実施するためになぜプロジェクトのWBSを活用するこ

とにしたのか。 30字以内で述べよ。

(2) 本文中のIa |に入れる適切な字句を答えよ。

設問3 ⑮VMの導入〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) M 課長が，各タスクを，所要期間を 1週間以内で収まるように細分化した理

由は何か。 30字以内で述べよ。

(2) M 課長が，タスクの完了判定基準を明確に定め，第三者による確認を義務付

けた目的は何か。 20字以内で述べよ。

(3) M 課長は，作業時間管理の仕組みをどのように修正するように依頼したのか。

25字以内で述べよ。

設問4 〔EVMの実施〕について'(1),(2)に答えょ°

(1) M 課長が，ヒアリングを実施して把握した各チームの状況において，第 1週

におけるプロジェクト全体の SPI,CPIが悪化している原因となっているチー

ムはどれか。 SPI,CPIごとにそれぞれチーム名を全て答えよ。

(2) M 課長が，今後のチーム運営について出した個別の指示とは何か。帳票チー

ム， DBチームごとにそれぞれ25字以内で述べよ。
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問4 組込みシステム開発の結合テスト計画に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答え

よ。

電機メーカのJ社は，スマートフォン市場でのシェア拡大のために，新製品の開発

を進めている。新製品には，スマートフォンの基本機能を備えた OSを採用し，J社が

独自に開発したアプリケーションプログラムを搭載する。

開発プロジェクトのプロジェクトマネージャには，ソフトウェア開発部門の K課長

が任命されている。アプリケーションプログラムの開発は，機能別に編成された開発

チームが担当する。結合テスト以降のテストは，専任のテストチームが担当する。

アプリケーションプログラムの開発は，現在，プログラム製造・単体テストが始ま

ったところであり， K課長は結合テスト計画の作成に着手した。結合テストでは，実

機を用いて，各機能を連携させてテストを行う。結合テストの障害管理票の基本的な

処理フローを，図 1に示す。障害の改修完了予定日は，開発チームが障害解析を完了

した時点で設定する。当初設定した改修完了予定日に改修が間に合わない場合，当該

開発チームは他チームに，改修完了予定日の見直しを通知する。

テストチーム

テストの実施

障害管理栗を起栗して，開発チームに送付

障害改修後の検証

検証結果を障害管理票に記入
合格の場合は，障害管理票をクローズ
不合格の場合は，不合格の内容を障害管理票
に記入して，開発チームに返却

開発チーム

障害解析

解析結果と改修完了予定日を障害管理票に記
入し，テストチーム及び関連する開発チーム
に通知

障害改修，単体テストの実施

改修結果を障害管理票に記入し，障害管理票

をテストチームに返却

図1 結合テストの障害管理票の基本的な処理フロー

〔意見交換ミーティングの実施〕

k課長は，結合テストの終了が計画よりも大幅に遅れてしまった過去の事例を分析
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した結果，結合テストを計画どおり終了させるには，障害の多発や障害改修の難航な

どの理由によって工程完了期日に遅れてしまうおそれがある開発チーム（以下，遅延

チームという）への対処が重要だと考えていた。そこで，全チームのチームリーダと

主カメンバを招集して，遅延チームに関する問題点，体験について意見交換を行った。

ミーティングでは，次のような意見が出された。

(1) 遅延チームにかつて所属していたメンバの意見

・遅延を解消するために，他チームから応援メンバを入れて対応することがあった。

しかし，応援メンバは開発する機能についての経験や知識がないので，応援メン

バを受け入れても，①チームの生産性はすぐには向上せず，むしろ，一時的には

低下することがある。そこで，工程の後半では，応援メンバを受け入れるよりも，

現在の要員 1人当たりの作業最を増やして対応したいと申し出ることが多かった。

しかし， 1人当たりの作業凪を増やすと作業品質が下がり，結果として生産性が

低下した。

・改修すべき障害が累積してくると，工程完了期日までに全ての障害を改修しなけ

ればならないというプレッシャーから，余裕のない改修完了予定日を設定してし

まう。その結果，要員が焦って，改修ミス，デグレードを発生させ，当初設定し

た改修完了予定日に間に合わなくなることが多かった。

・当初設定した改修完了予定日に間に合わなくなったケースでは，遅れる可能性に

ついて，かなり前から察知していることが多かった。しかし，“改修完了予定日に

間に合わせたい”,“他チームに迷惑を掛けたくない”という思いから改修完了予

定日の直前まで頑張って，それでも間に合わない場合に見直しを連絡していた。

•他チームに依頼したい作業はいろいろあった。しかし，既に障害が多発して迷惑

を掛けている他チームに，更に作業を依頼するのは気が引けて，ためらうことが

多かった。

(2) 遅延チームの影響を受けたことがあるメンバの意見

・遅延チームの障害改修が改修完了予定日までに完了しないと，自チームのテスト

計画が変更になり，大きな影響があった。直前になってから間に合わないという

連絡が来るので，計画の見直しがスムーズにいかないことが多かった。

・改修ミス，デグレード，当初設定した改修完了予定日に対する遅れなどに対して，

遅延チームについ厳しいコメントをしてしまうことがあった。遅延チームのモチ
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ベーションを下げてしまったかもしれない。

〔結合テストの方針〕

k課長は，過去の事例の分析とミーティングでのメンバの意見を踏まえて，今回の

結合テストでは次の方針を徹底することにし，各チームに周知した。

・障害改修に当たっては，②プロジェク ト全体への影響を考慮した改修順序を計画す

ゑ。また，適切な改修完了予定日を設定した上で，当初設定した改修完了予定日を

確実に守る。

・当初設定した改修完了予定日に遅れることが明らかになった場合には，③プロジェ

クト全体への影響を最小限にするように適切に対処する。

•ある開発チームが遅延チームとなった場合，プロジェクト全体に影響が広がらない

ように，プロジェクトとして1 a |を最優先する。

・遅延チームは，必要であれば応援メンバを積極的に受け入れる。また，他チームに

依頼できる作業があれば積極的に提案する。

・遅延チーム以外の開発チーム，テス トチームは， 遅延チームに対して協力的な態度

で接し，批判的な態度をとらないようにする。

＇ 

〔結合テストの管理指標〕

k課長は結合テストにおいて，テスト項目と障害の数を開発チーム別に集計できる

ように，テスト項目と障害の数についてのチーム別の集計ルールを設定した。その上

で，開発チーム別に，横軸にテスト実施率，縦軸に累積の障害摘出数をとったグラフ

を作成し，障害の発生状況を監視する。最終的に，グラフの軌跡が④ある傾向を示す

ことを確認する。

また，開発チームに関する管理指標を表 1のように定義して，遅延チームが発生す

る予兆の検知や，遅延チームの進捗遅れの影響を評価する。
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表 1 結合テストでの開発チームに関する管理指標

管理指標
名称 計算式 単位No. 

1 

2 

3 

4 

開発チーム別の結合テスト 開発チーム別の現在の状況から推計した結合テスト完了までの
件

完了までの残障害見込数 総障害見込数ー開発チーム別の改修済嘩容数

開発チーム別のIb I 開発チーム別のIC I+開発チーム別の改修済障害数 人時／件

開発チーム別の 開発チーム別の当初設定したl e 1十開発チーム別の

当初設定したld | 改修済障害数XlOO
％ 

開発チーム別の OO発チーム別の改修済障害のうち，テスト不合格やデグレードが
％ 

不合格・デグレード発生率 検出された障害数十開発チーム別の改修済障害数XlOO

・管理指標No.| f |で開発チームの障害改修の作業品質を確認する。

・管理指標 No.3で開発チームが改修完了予定日を適切に設定しているか，当初設定

した改修完了予定日を守れているかを評価する。

・管理指標 No.l,管理指標 No.| g |， 及び開発チーム別の今後に計画されて

いる作業工数から，残障害見込数と改修能力のアンバランスを起因として遅延チー

ムになりそうな開発チームがないかを監視する。管理指標 No.| g |と開発チ

ーム別の今後に計画されている作業工数から求めた改修可能な障害数が，管理指標

No.lよりも少ない場合は，応援メンパの投入などの具体的な対策を実施する。

設問 1 〔意見交換ミーティングの実施〕について，本文中の下線①の事象はなぜ起こ

るのか。 30字以内で述べよ。

設問 2 〔結合テストの方針〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) 本文中の下線②の改修順序として，具体的にはどのような障害を優先して改

修すべきか。 20字以内で述べよ。

(2) 本文中の下線③で適切に対処するとしているのは，どのような対処か。 20字

以内で述べよ。

(3) 本文中の | a |iこ入れる適切な字句を， 15字以内で答えよ。

設問3 〔結合テストの管理指標〕について，（1)~(5)に答えよ。

(1)本文中の下線④のある傾向とは，どのような傾向か。 15字以内で述べよ。

(2) 表 1中のIb |に入れる適切な字句を， 15字以内で答えよ。

(3) 表 1中のIc |, | d |に入れる適切な字句を， 20字以内で答え

よ。

(4) 表 1中のIe |に入れる適切な字句を， 25字以内で答えよ。

(5) 本文中のIf |, | g |に入れる管理指標Noを答えよ。
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が

回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:10~ 13:50 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. 試験時間中，机上に置けるもの及び使用できるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又は HB),鉛筆削り，消しゴム，定規，

時計（アラームなど時計以外の機能は使用不可），ハンカチ，ティッシュ， 目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

10.試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11.答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

13.午後IIの試験開始は 14:30ですので， 14:10までに着席してください。

＇ 

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及びRを明記していません。

c2012 独立行政法人情報処理推進機構
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